
医師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画　　令和２年度

2020年
3月

達成
状況

・労働時間管理簿（出勤簿）から出退勤時間の
記録を上司が確認し、的確な把握に努める

達成 ・取組の継続

・勤怠管理システム導入に向けた検討と導入準
備

2020.08
導入予定

・勤怠管理システム稼働（８月予定）

・業務と自己研鑽の切り分けの検討 未達成 ・業務と自己研鑽の切り分けの検討

・当直明けの取得推奨 取組継続 ・当直明けの取得推奨

・医師確保につながる取組の継続 取組継続 ・医師採用につながる取組の継続

・時間外労働時間の個人別、診療科別の業務
内容の分析と課題の明確化

取組継続
・時間外労働時間の個人別、診療科別の
業務内容の分析と課題の明確化

・時間外労働時間78時間/月超過の医師が所属
する診療科長による業務配分管理の見直し

取組継続
・時間外労働時間78時間/月超過の医師
が所属する診療科長による業務配分管理
の見直し

・３６協定の見直し（時間外労働の上限時間） 達成 ・取組の継続

・職場内掲示などによるスタッフへの周知 部分達成
（会議報告）

・取組の継続

・時間外労働時間の個人別、診療科別の業務
内容の分析と課題の明確化

取組継続
・時間外労働時間の個人別、診療科別の
業務内容の分析と課題の明確化

・特定の診療科、特定の医師に長時間労働が
偏る課題の改善

取組継続
・特定の診療科、特定の医師に長時間労
働が偏る課題の改善

医師の労働時間管理の適正化に向
けた取組

・在院時間の客観的な把握

当院の取り組み

　当院では、平成20年4月より勤務医の負担の軽減を目的とした『医師の事務的な業務を代行する事務職員の配置』や『地域の他の医
療機関との連携体制構築』『外来縮小の取り組み』など、複数の取り組みを導入しながら順次拡大を行ってきた。
　また、平成30年8月からは厚生労働省が取りまとめた「医師の労働時間短縮に向けた緊急的な取組」をふまえ、これまでの当院の体制
の更なる強化と充実を図るべく、『勤務改善プロジェクト会議』を新たに組織し活動を行っている。

既存の産業保健の仕組みの活用

・定期的な衛生委員会の開催
・長時間勤務者と産業医との面接
・長時間勤務者個人、診療科等ごとの対応方策
についての個別の議論

取組項目 取組内容 前年度までの取組状況

３６協定等の自己点検

・３６協定の締結、労働基準監督署への届出
・３６協定に定める時間数を超えた時間外労働
の確認
・「労務管理チェックリスト」を活用した自己点検

今年度の取組計画、課題



2020年
3月

達成
状況

取組項目 取組内容 前年度までの取組状況 今年度の取組計画、課題

・院内各部門による業務移管の積極的な検討

初診時の
予診の実施

・初診（予約外を含む）患者の問診やトリアージ
について、看護師や医療秘書による役割を拡大
する取り組みの推進

入院の説明
の実施

・入院センターの積極的な活用

服薬指導
・薬剤師の積極的な介入
・病棟専任薬剤師の配置

静脈採血等
の実施

・看護師、および臨床検査技師による静脈採血
の実施
・看護師による静脈ラインの確保、静脈注射の
実施
・中央採血室への臨床検査技師の配置と臨床
検査科主体とした運営

検査手順の
説明の実施

・入院センターの積極的な活用

・看護師による尿道カテーテル、栄養カテーテル
の留置
・シミュレーション教育の実施

・医師事務作業補助者の配置、および人員の維
持・確保　（１５対１体制加算の維持）

《医師事務作業補助者》
・人員（派遣職員）の維持・確保
・担当者のスキルアップ
・配置診療科、および支援内容の拡大

部分達成

・取組の継続
・担当職員の増員
・返書作成の支援
・訪問看護指示書作成の支援

・看護師および他職種の可能な業務（静脈ライ
ンの確保、静脈注射、薬剤投与量調整等）を整
理し、院内マニュアルの作成や見直しを適宜実
施

達成

医師と医療関係職種、
医療関係職種と事務職
員等における役割分担

・取組の継続

その他

タスク・シフティング（業務の移管）の
推進



2020年
3月

達成
状況

取組項目 取組内容 前年度までの取組状況 今年度の取組計画、課題

・地域医療連携課、およびＭＳＷによる他施設
への転院・受け入れ交渉、療養施設への入所
手続きの代行
・紹介、逆紹介の推進
・開業医訪問の継続実施
・中高医師会休日診療所への救急患者誘導（軽
症者）

・休日、夜間帯における救急患者の一極集中化
（軽症者含む）の改善
・休日診療所の周知と軽症者の受診誘導
・紹介患者の積極的な受入れと逆紹介の推進
による開業医との役割分担推進

取組継続
・取組の継続
・逆紹介率４０％以上

・クリニカルパスの活用推進
・診療の標準化、省力化を図り、情報の共有化
によるチーム医療の推進

取組継続
・パス合宿開催と新規パス作成促進
・パス稼働率、使用率の向上

・薬剤師による診療支援 ・薬剤師の増員（補充）による、診療支援の充実 取組継続 ・取組の継続

・院内保育所の運営
・病児・病後児保育施設（敷地内）の受託

・優先的な保育所受入体制 達成
・取組の継続
・夜間保育の検討
・保育士の増員

・当直表作成前の希望調査の実施
・適切な労務管理の実施
・人材確保につながる取組の強化

・当直表作成前の希望調査の実施
・適切な労務管理の実施
・医師確保につながる取組の継続

達成
・医師採用につながる取組の継続
・その他取組の継続

・人材確保につながる取組の強化 ・医師確保につながる取組の継続 未達成 ・医師採用につながる取組の継続

・当直表作成前の希望調査の実施
・適切な労務管理の実施
・人材確保につながる取組の強化

・当直表作成前の希望調査の実施
・適切な労務管理の実施
・医師確保につながる取組の継続

取組継続
・医師採用につながる取組の継続
・当直明けの休暇取得を推奨し、業務の
軽減に配慮する

・当直明けの推奨
・人材確保につながる取組の強化

・当直明けの休暇取得を推奨し、業務の軽減に
配慮する

取組継続
・医師採用につながる取組の継続
・当直明けの休暇取得を推奨し、業務の
軽減に配慮する

前日の終業時刻と翌日の始業時刻
の間の一定時間の休息時間の確保
（勤務間インターバル）

予定手術前日の当直や夜勤に対す
る配慮

当直翌日の業務内容に対する配慮

医師と医療関係職種、
医療関係職種と事務職
員等における役割分担

女性医師等に対する支援

勤務計画上、連続当直を行わない勤
務体制の実施

その他



2020年
3月

達成
状況

取組項目 取組内容 前年度までの取組状況 今年度の取組計画、課題

・一部診療科からの導入の推進、検討
・人材確保につながる取組の強化

・医師確保につながる取組の継続 取組継続
・医師採用につながる取組の継続
・現状の把握と導入に向けた検討

・短時間勤務制度の導入
・育児中の女性医師の短時間勤務制度活用に
よる職場復帰および夜勤免除

達成
（1名活用）

・取組の継続

・定年制度、退職金制度等の改正

・定年の延長（67歳）、退職金のポイント制導入
・再雇用制度の改正
・「負担が重いと感じる業務について」のアン
ケート調査の実施

達成
・取組の継続
・返書作成の支援

・病状説明、手術・処置説明の勤務時間内実施
（緊急時を除く）

達成

・日当直医２名体制（内科系１名・外科系１名）に
加え、別途小児科医師を平日22時までと日直・
半日直に人員配置

達成

－ ・院内掲示やホームページ等を活用した各種取
組の広報

達成
・取組の継続
・ホームページ掲示内容の充実

－ －
・諸会議開催時間の勤務時間内実施と所
要時間短縮
・省力化（会議数や回数減少など）の検討

－ － ・年次有給休暇取得率の向上（５日間以
上取得）

－ － ・電子カルテサーバー更新（性能強化）

その他（会議）

交替勤務制・複数主治医制の実施

育児・介護休業法第23条第1項、同条
第3項又は同法第24条の規定による
措置を活用した短時間正規雇用医師
の活用

働きやすい環境整備の推進

その他（広報）

－
・取組の継続
・返書作成の支援
・訪問看護指示書作成の支援

その他（過重負担の軽減）

その他（有給休暇）

その他（労働環境）


